
こうしよう

用発1l.Lì1量， I司付属品，議電池および防風機を除く)にわたって

行う修絡で， :lJl. 1 ï-の WJ間はつぎのとおり。
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新製後 3 年以内の銅製客111で塗装その他の状態が良好なもの

は ， 古íj~慢の JUJ阪を l 年 5 箇月まで延長することができる。また

使用する ことの少ない特殊事は走行 2 万キロまでは答111は 3 年，

貨準は 5 年まで上記!UJ阪を延長することができる。(石黒'flJ

こうし よう 公傷 この言葉は国鉄で通俗的に使用されるもの

であるが， 端的な表現のうちに多くの意義を包含している。現

在では業務災 ~I-I :.と l司殺と解してよく (1) 災告が業務"1コに発生

し た ものであり (2) その事故は作業中の異常性を，J11 びたて。き

ごと であり (3) ' 1(，吹が突発するかまたは比較的即時!日l内に発

生し ， かっその発生のWJJ問を l !íl らかに示し得るものであり (4) 

その結泉として生ずる l叱肢障害の:fi:花することが必要である。

ー」業務災 ;-E:-補償。(原図鑑達)

ζ うし よう 行賞 国鉄業務の能薬flÓJな巡営を図る方策の 1 つ

として行っているも ので，部内の般民または団体が国鉄に対し

顕~な功紛があった場合， あるいは業務成献が優良で， 一般の

模範となるよう な業献をあげている場合に，これを顕彩してそ

の努力に報い，級品の士気の日揚 ι ，技能の向上を l買l ろうと す

るものである。

この 1 J11を 1J' うための銀本規定としては， 日本国有鉄道行賞

規程 (11日和 27 ・ 8 総減速ti\ 440 号)が制定されており，その収抜

手続t~についてはL 日本国有鉄道行公取扱制IIftllの制定について1

(11召手n 27 ・ 11 総秘的 1 ，368 号依命i邸主)にもとづいて災施してい

る。

1r11の樋川は (1) 表彰 (2) 褒 (ほ う ) 賞 となっているが，

このほかに各僚の王li'lìiJまたは競技会~1~の14j合に前記にil~ じて J受

賞するものがある。また部外のものに対し感謝状主?をJli'l 'llする

ものもある 。

行，賞首を fわI う幸者;は (れ川lけ) 総総、J裁占 ただし総j放主は必必、互袈Eにより， 支社

長に行1釘tの 一苅部iを行わせることカが:できる。 (ω2幻) 本討付民俊閥|限凶草刻lお

よひ

所長または工札場H長込は，必裂によりその付属段以|もしくはm業段

以1の長に袈11・の-f引を委任することができる。

] 表 杉職員または間休に， つぎに該当するような顕

著な功絞があり，かつ一般の絞範として1flc奨すべきものと問、め

たときにh っ てし、る。

fl!l人表彩は 川 危険を顕みず身をもって職貨を完遂したと

き (2) おう挑な立任観念に倣し ， 率先業務に励み業紋膨i 'l"，・な

とき (3) 9IJi新な改良または布誌な発 IVI ・ 研究を完成し， rl>:;;(! 

に貢献したとき (4) 業務能率J1Y/進，経色合理化，事故防止等

につき ， 特段の努力をしてそのきず'J*j'l顕著なとき (5) 業務執行

について公正親切，能率優秀で後巡奉仕の尖をあげたとき (6) 

氷年勤続し成総 ・ 保行ともに優秀である とき (7) その他前各

号に準ずるような顕著な功紛があったとき。

団体表彰は (1) 天災・事故その他閤%1.な条例を克服して作

業を完遂したとき (2) 協力一致して，顕著な改良または有益

な発明研究を完成し事業に貢献したとき (3) 業務能率J1Y/進，

経営合理化需品につき ， 特段の努力をしてその功，f，i'( !ïIî'l"，:なとき

(4) 各邸のII~ /J(防止等について特段の努力をし ， または長期間

その所l刷出品の í't'í壬に属する IJj:欣がなど ， かつ優秀な業務成制

を継続したとき (5) 間休の規律正しく ， 協力一致の突をあげ，

梁1完成制催秀で他の侠純であるとき (6) その他自íJ各号にi\~ず

るような顕著な功絞があ っ たと き。

表彰の方法は (1) 総裁が行う場合 職員には表彰状または

表彰状とともに鉄道顕功意もしくは効総意を， 団体には表彰状

または表彰状とともに彩牌(しょうはし、)を授与し ， これを鉄道

公判iに l'/1 ll宣する。効絞1;1:は :ii<年勤続効飢者に授与し ， 鉄道顕功

意はとくに功紛の顕:l'tーな者にのみ授与する。なおこれらの者に

は!持))1];)1 紛またはi!住民衆車;在宅事の特典を付与する (2) 本社

付属滋|刻および地方揺控除lの長の場合 表彰状または表杉状とと

もに彰牌(悶i本にかぎる)を授与し，これを局(矧1，所， Ji!;l)報に

J笥1股する (3) 表彩を行う I必合に;[，1111 と して一定の金制の筋四

内で，金品を加j呈する ことができることと な っている。

2 ~堅 企職員またはlヨi休に，つぎに該当するような業

献があ ったときに行っている。

(1) 客1'tの別送， サービス改':Yf ， ÎiË*J1'lil主主宇について特段の

努力をし，業務成総の向上に寄与したとき (2) 各極の事故防

止およびgg只 ' 1i材その他の節約等につき，特段の努力をして

経íJIi.の節減に草寄与したとき (3) 災寄防止 ・ 復旧等について特

段の努力をし，または業務繁忙， 秩序維持等により特別の労苦

を伴な ったとき (4) 車船内の秩貯維持，迦U'l:ほ脱，不正来事

の発見等業務の執行について特段の努力をし，良好な業献をあ

げたとき (5) 創芯工夫にもとづき，業務上有益な提案をした

とき (6) その他前各号に準ずるような業紛のあったとき。

E昼食の力法は， 総裁が行う場合はそのつ ど定める金古賀， 本社

付 属俄l渇および地方機関の長が行う場合は，あらかじめ定めら

れている金制の1世間内で， ~1t金品を授与する。

他所民の職瓜もしくは団体，または1111外の他人もし く は間体

に対する表彰当事は，前記の表彰の場合に準じて，表彰状もしく

は感謝状を贈り ， またはこれに副賞金品をそえる。

総裁が行11を行う場合には， その公正適切をJUJするため，軽

微なIJr~固または恒例に属する事項を除き，すべて行11・税査委員

会の若手査にもとづいて行っている。なお鉄道flJj功立を授与して

表彰する場合は， とくに慎重を則するため， 前記の行'よt審査委

員会の若手査を経たのち ， さらに鉄道路1功立選考委員会の審査を

経ることとしている。行11若手査委民会および鉄道顕功ljI:選考委

員会はいずれも本社に設i位され，それぞれ1~1係部局長等によっ

て構成される。

表彩された~放ぬまたは図休に，その名誉をけがすような所為

があったときは，授与した表彰状もし く は賞状および鉄道顕~J

171 ， 効献誌もしくは彩牌の返納を命じ，または使用の停止を命

ずることがある。 (宕井敏夫)

こ う じ よ う 工場 国鉄の支社の地方機関(地方において国鉄

の業務を分場ーしている機関であって国鉄の従たる事務所をなす

もの)。昭和 27 ・ 8 鉄道管理局から独立したものである。その所

管業務はJI1両 ・ 自動車および後械総具の製作 ・ 改造および修繕

ならひ.に後械施設の新設・改良および保有ーである。そしてこれ

らの業務を行うのに必要な工場施設の保存および管店I，工場内

の電力施設の新設および改良の工事の施工，工場建物の小t免除

な新設および改良の工事の施行，所属職員の労務管理 ・ 旋成お

よび安全{自生等を行っている。また一般の委託による陸巡に|刻

する 111雨および機械総兵の製作 ・ 改良・保存および管理をも行

っ ている。

工J:JAにおける邪雨および峻械の検修業務は， 蒸気機関取につ
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